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(57)【要約】
【課題】パッケージ内で指向角の調整が可能で、光効率
に優れており、放熱性能が保障される発光素子及びそれ
を用いたライトユニットを提供すること。
【解決手段】本発明の発光素子は、水平面を含む本体と
、前記水平面の少なくとも一部領域上に絶縁層と、前記
絶縁層の少なくとも一部領域上に電極と、前記本体内に
形成され前記水平面から突出し、前記水平面に対して傾
斜角度を有する少なくとも２個以上の傾斜面を含む放熱
部材と、前記少なくとも２個以上の傾斜面に実装されて
、前記電極に電気的に接続される２つ以上の発光ダイオ
ードとを備える。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　水平面を含む本体と、
　前記水平面の少なくとも一部領域上の絶縁層と、
　前記絶縁層の少なくとも一部領域上の電極と、
　前記本体内に形成され前記水平面から突出し、前記水平面に対して所定の傾斜角度を有
する少なくとも２個以上の傾斜面を含む放熱部材と、
　前記少なくとも２個以上の傾斜面に実装されて、前記電極に電気的に接続される２つ以
上の発光ダイオードと、を備える発光素子。
【請求項２】
　前記２つ以上の発光ダイオードと各々熱的に接続する放熱部材を備える請求項１に記載
の発光素子。
【請求項３】
　前記本体は、前記水平面の向い側に形成される背面を含み、前記放熱部材は、前記背面
に露出する請求項２に記載の発光素子。
【請求項４】
　前記放熱部材と絶縁層とは、シリコンオキサイドから形成される請求項１に記載の発光
素子。
【請求項５】
　前記放熱部材は、少なくとも３個の傾斜面を含み、前記少なくとも３個の傾斜面を含む
前記放熱部材の少なくとも一部は、ピラミッド形状である請求項１に記載の発光素子。
【請求項６】
　前記少なくとも３個の傾斜面を含む前記放熱部材の一部は、前記少なくとも３個の各々
の傾斜面と共通した辺を有する水平面を含むピラミッド形状の錐台を有する請求項５に記
載の発光素子。
【請求項７】
　前記傾斜面は、前記水平面に対して０゜～３０゜の傾斜角度を有する請求項１に記載の
発光素子。
【請求項８】
　前記２つ以上の発光ダイオードの各々は、前記発光ダイオードが実装される傾斜面の傾
斜角度に応じた指向角を有する請求項１に記載の発光素子。
【請求項９】
　前記２つ以上の発光ダイオード上にレンズを含む請求項１に記載の発光素子。
【請求項１０】
　水平面を含む本体と、
　前記本体内の電極と、
　前記本体内に形成され前記水平面から突出し、前記水平面に比べて２個の傾斜面を含む
固着部を有する放熱部材と、
　前記２個以上の傾斜面に実装され、前記電極に電気的に接続する２つ以上の発光ダイオ
ードと、を備える発光素子。
【請求項１１】
　前記放熱部材は、前記２つ以上の発光ダイオードの各々に熱的に接続される請求項１０
に記載の発光素子。
【請求項１２】
　前記本体は、前記水平面の向い側に形成される背面を含み、前記放熱部材は、前記背面
に露出する請求項１１に記載の発光素子。
【請求項１３】
　前記放熱部材は、金属又は樹脂から形成される請求項１２に記載の発光素子。
【請求項１４】
　前記固着部と前記放熱部材とは、同じ材質から形成される請求項１２に記載の発光素子
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。
【請求項１５】
　前記固着部は、少なくとも３個の傾斜面を含むピラミッド形状に形成される請求項１０
に記載の発光素子。
【請求項１６】
　前記少なくとも３個の傾斜面を含む前記固着部は、前記少なくとも３個の各々の傾斜面
と共通した辺を有する水平面を含むピラミッド形状の錐台を有する請求項１５に記載の発
光素子。
【請求項１７】
　前記傾斜面の各々は、前記水平面に対して０゜～３０゜の傾斜角度を有する請求項１０
に記載の発光素子。
【請求項１８】
　前記２つ以上の発光ダイオードの各々は、前記発光ダイオードが実装される傾斜面の傾
斜角度に応じた指向角を有する請求項１０に記載の発光素子。
【請求項１９】
　前記２つ以上の発光ダイオード上にレンズを含む請求項１０に記載の発光素子。
【請求項２０】
　光ガイドパネルと、
　前記光ガイドパネルに所定方向に偏重される指向角を有する光を供給する一つ以上の発
光素子と、を備え、
　前記発光素子は、
　水平面を含む本体と、
　前記水平面の少なくとも一部領域上の絶縁層と、
　前記絶縁層の少なくとも一部領域上の電極と、
　前記本体内に形成され前記水平面から突出し、前記水平面に対して所定の傾斜角度を有
する少なくとも２個以上の傾斜面を含む放熱部材と、
　前記少なくとも２個以上の傾斜面に実装されて、前記電極に電気的に接続する２つ以上
の発光ダイオードと、を備えるライトユニット。
【請求項２１】
　複数の発光素子をさらに含み、前記複数の発光素子の少なくとも一つは、前記光ガイド
パネルの側面に位置し、前記複数の発光素子の少なくとも一つは、相対的に前記光ガイド
パネルの中央に位置し、
　前記少なくとも一つの発光素子上の傾斜面は、対応する少なくとも一つの発光ダイオー
ドにより生成され、第１指向角から前記光ガイドパネルに拡散される光を引き起こす前記
光ガイドパネルの中心に向けて位置し、
　対応する少なくとも一つの発光ダイオードにより生成され、第２指向角から前記光ガイ
ドパネルに拡散される光を引き起こす前記光ガイドパネルの側面に位置する前記少なくと
も一つの発光素子と関連した傾斜面を含み、前記第１指向角と第２指向角とは、互いに異
なる請求項２０に記載のライトユニット。
【請求項２２】
　前記光ガイドパネルの側面に位置する少なくとも一つの発光素子と対応する傾斜面は、
前記光ガイドパネルの側面から離隔されて実装された発光ダイオードにより生成された光
を構成する請求項２１に記載のライトユニット。
【請求項２３】
　光ガイドパネルと、
　前記光ガイドパネルに所定方向に偏重された指向角を有する光を供給する一つ以上の発
光素子と、を備え、
　前記発光素子は、
　水平面を含む本体と、
　前記本体内に配置される電極と、
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　前記本体内に形成され前記水平面から突出し、前記水平面に対して所定の傾斜角度を有
する２個の傾斜面を含む放熱部材と、
　前記少なくとも２個以上の傾斜面に実装されて前記電極に電気的に接続する２つ以上の
発光ダイオードと、を備えるライトユニット。
【請求項２４】
　複数の発光素子をさらに含み、前記複数の発光素子の少なくとも一つは、前記光ガイド
パネルの側面に位置し、前記複数の発光素子の少なくとも一つは、相対的に前記光ガイド
パネルの中央に位置し、
　前記少なくとも一つの発光素子上の傾斜面は、対応する少なくとも一つの発光ダイオー
ドにより生成され、第１指向角から前記光ガイドパネルに拡散される光を引き起こす前記
光ガイドパネルの中心に向けて位置し、
　対応する少なくとも一つの発光ダイオードにより生成され、第２指向角から前記光ガイ
ドパネルに拡散される光を引き起こす前記光ガイドパネルの側面に位置する前記少なくと
も一つの発光素子と関連した傾斜面を含み、前記第１指向角と第２指向角とは、互いに異
なる請求項２３に記載のライトユニット。
【請求項２５】
　前記光ガイドパネルの側面に位置する少なくとも一つの発光素子と対応する傾斜面は、
前記光ガイドパネルの側面から離隔されて実装された発光ダイオードにより生成された光
を構成する請求項２４に記載のライトユニット。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、発光素子及びそれを用いたライトユニットに関する。
【背景技術】
【０００２】
　発光ダイオード（Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ；ＬＥＤ）は、電流を光
に変換させる半導体発光素子である。最近、発光ダイオードは、蛍光物質を利用するか、
又は多様な色の発光ダイオードを組合わせることで、効率に優れた白色光を発光する発光
素子で具現化が可能である。
【０００３】
　また、発光ダイオードを用いた発光素子の輝度も順次増加しているから、ディスプレイ
用バックライト、点灯表示器、映像表示器などの多様な分野における光源として用いられ
ている。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　実施の形態は、パッケージ内で指向角の調整が可能で、光効率に優れており、放熱性能
が保障される発光素子を提供する。
【０００５】
　実施の形態は、光効率に優れており発光素子の個数が低減されたライトユニットを提供
する。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　実施の形態による発光素子は、水平面を含む本体と、前記水平面の少なくとも一部領域
上の絶縁層と、前記絶縁層の少なくとも一部領域上の電極と、前記本体内に形成され前記
水平面から突出し、前記水平面に対して所定の傾斜角度を有する少なくとも２個以上の傾
斜面を含む放熱部材と、前記少なくとも２個以上の傾斜面に実装されて、前記電極に電気
的に接続される２つ以上の発光ダイオードとを備える。
【０００７】
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　他の実施の形態による発光素子は、水平面を含む本体と、前記本体内の電極と、前記本
体内に形成され前記水平面から突出し、前記水平面に比べて２個の傾斜面を含む固着部を
有する放熱部材と、前記２個以上の傾斜面に実装され、前記電極に電気的に接続する２つ
以上の発光ダイオードとを備える。
【０００８】
　実施の形態によるライトユニットは、光ガイドパネルと、前記光ガイドパネルに所定方
向に偏重される指向角を有する光を供給する一つ以上の発光素子とを備え、前記発光素子
は、水平面を含む本体と、前記水平面の少なくとも一部領域上の絶縁層と、前記絶縁層の
少なくとも一部領域上の電極と、前記本体内に形成され前記水平面から突出し、前記水平
面に対して所定の傾斜角度を有する少なくとも２個以上の傾斜面を含む放熱部材と、前記
少なくとも２個以上の傾斜面に実装されて、前記電極に電気的に接続する２つ以上の発光
ダイオードとを備える。
【０００９】
　他の実施の形態によるライトユニットは、光ガイドパネルと、前記光ガイドパネルに所
定方向に偏重された指向角を有する光を供給する一つ以上の発光素子とを備え、前記発光
素子は、水平面を含む本体と、前記本体内に配置される電極と、前記本体内に形成され前
記水平面から突出し、前記水平面に対して所定の傾斜角度を有する２個の傾斜面を含む放
熱部材と、前記少なくとも２個以上の傾斜面に実装されて前記電極に電気的に接続する２
つ以上の発光ダイオードとを備える。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】第１の実施の形態にかかる発光素子の平面図である。
【図２】第１の実施の形態にかかる発光素子の断面図である。
【図３】第１の実施の形態にかかる発光素子の要部拡大斜視図である。
【図４】実施の形態にかかる発光素子の発光ダイオードの実装状態図である。
【図５】実施の形態にかかる発光素子の発光ダイオードの実装状態図である。
【図６】実施の形態にかかる発光素子の発光ダイオードの実装状態図である。
【図７】実施の形態にかかる発光素子の発光ダイオードの実装状態図である。
【図８】第２の実施の形態にかかる発光素子の断面図である。
【図９】第３の実施の形態にかかる発光素子の断面図である。
【図１０】第４の実施の形態にかかる発光素子の断面図である。
【図１１】第５の実施の形態にかかる発光素子の断面図である。
【図１２】第６の実施の形態にかかる発光素子の断面図である。
【図１３】第１の実施の形態にかかるライトユニットの構成図である。
【図１４】第２の実施の形態にかかるライトユニットの構成図である。
【図１５】実施の形態にかかる発光素子又は発光素子パッケージを含むバックライトユニ
ットを説明する図である。
【図１６】実施の形態にかかる発光素子又は発光素子パッケージを含む照明ユニットを説
明する図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下では、添付した図面を参照して、実施の形態にかかる発光素子及びそれを用いたラ
イトユニットについて詳細に説明する。実施の形態の説明において、各層（膜）、領域、
パターン又は構造物が基板、各層（膜）、領域、パッド又はパターンの「上（ｏｎ）」又
は「下（ｕｎｄｅｒ）」に形成されると記載される場合において、「上（ｏｎ）」と「下
（ｕｎｄｅｒ）」とは、「直接（ｄｉｒｅｃｔｌｙ）」又は「異なる層を介在して（ｉｎ
ｄｉｒｅｃｔｌｙ）」形成されることを全て含む。また、各層の上又は下に対する基準は
、図面を基準に説明する。図において各層の厚さや大きさは、説明の便宜及び明確性のた
めに誇張されるか、省略されるか又は概略的に示された。また、各構成要素の大きさは、
実際の大きさを全的に反映することではない。
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【００１２】
　図１は、第１の実施の形態にかかる発光素子の平面図で、図２は、第１の実施の形態に
かかる発光素子の断面図であり、図３は、第１の実施の形態にかかる発光素子の要部拡大
斜視図であって、リードフレームパッケージ（Ｌｅａｄ　ｆｒａｍｅ　ｐａｃｋａｇｅ）
タイプの発光素子に本実施の形態を適用した場合を示したものである。
【００１３】
　第１の実施の形態にかかる発光素子１００は、キャビティ１１３の形成された本体１２
０と、本体１２０内に配置される第１電極１３０及び第２電極１３２と、キャビティ１１
３内に複数の発光ダイオード１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃ、１４０ｄの固着のための２
個以上の傾斜面を形成して、発光ダイオード１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃ、１４０ｄと
熱的（Ｔｈｅｒｍａｌｌｙ）に接続する放熱部材１１０とを備える。ここで、発光ダイオ
ード１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃ、１４０ｄの固着されたキャビティ１１３は、封止材
（図示せず）を利用して密封できる。
【００１４】
　本体１２０の上部には、発光ダイオード１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃ、１４０ｄの固
着されるキャビティ１１３が形成されることができる。このような本体１２０は、セラミ
ック、シリコン、樹脂などの多様な材質から形成することが可能である。本体１２０は、
射出成形方式を利用して一体に形成するか、又は複数の層を積層して形成できる。
【００１５】
　キャビティ１１３は、コップ状、多角形、楕円形、円状などの窪んだ容器形状などに形
成されることができる。ここで、キャビティ１１３の周り面は、固着された発光ダイオー
ド１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃ、１４０ｄの配光角度を考慮して、垂直な側面又は傾斜
した側面で形成されることができる。キャビティ１１３の表面には、反射効果の高い物質
、例えば白色のＰＳＲ（Ｐｈｏｔｏ　Ｓｏｌｄｅｒ　Ｒｅｓｉｓｔ）インキ、銀（Ａｇ）
、アルミニウム（Ａｌ）などがコーティング又は塗布されることができ、これにより、発
光素子１００の発光効率を向上させることができる。
【００１６】
　第１、２電極１３０、１３２の一端は、発光ダイオード１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃ
、１４０ｄと電気的に接続され、その他端は、発光素子１００の実装される基板（図示せ
ず）などに電気的に接続されて、発光ダイオード１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃ、１４０
ｄに電源を供給することができる。これにより、第１、２電極１３０、１３２は、その一
端が発光ダイオード１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃ、１４０ｄの固着された本体１２０内
に配置され、他端は、本体１２０の外側下端に露出するように形成されることができる。
電極１３０、１３２は、駆動及び制御しようとする発光ダイオード１４０ａ、１４０ｂ、
１４０ｃ、１４０ｄの個数に応じて、複数個が形成されることができる。このような、第
１、２電極１３０、１３２の形状は、図面に示す形状に限定されず、本体１２０を取り囲
む形状や他端が複数に分岐される形状など、多様な形態に変形できる。発光ダイオード１
４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃ、１４０ｄは、ダイ（ｄｉｅ）１４４ａ、１４４ｃ上に発光
チップ１４２ａ、１４２ｃが形成された形態に提供されることができる。発光ダイオード
１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃ、１４０ｄは、赤色、緑色又は青色の光を放出する赤色、
緑色又は青色発光ダイオードのうち、少なくとも何れか一つでありうるが、これに限定さ
れない。本実施の形態において、発光ダイオード１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃ、１４０
ｄは、２つ以上複数備えられることができるので、それぞれ異なる色相の光を発散する発
光ダイオード１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃ、１４０ｄを適用することも可能である。
【００１７】
　放熱部材１１０は、熱伝導率の良好な金属、樹脂などの材質から形成されて、発光ダイ
オード１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃ、１４０ｄと熱的に接続される（つまり、熱伝導可
能となっている）。このような放熱部材１１０の上部には、複数の発光ダイオード１４０
ａ、１４０ｂ、１４０ｃ、１４０ｄが固着される傾斜面を形成する放熱固着部１１５が形
成されることができる。
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【００１８】
　放熱固着部１１５は、図３に示すように、発光ダイオードの実装される実装面を提供す
る多面体構造物の形態に形成されることができる。図３に示す放熱固着部１１５は、４個
の発光ダイオード１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃ、１４０ｄの実装のために、４個の傾斜
面Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄを提供する四角錘の形態に形成された場合を示している。
【００１９】
　四角錘形状の放熱固着部１１５の各傾斜面Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄに発光ダイオード１４０ａ、
１４０ｂ、１４０ｃ、１４０ｄをそれぞれ固着すると、発光ダイオード１４０ａ、１４０
ｂ、１４０ｃ、１４０ｄが発光素子１００の実装面に対して傾斜するように固定される。
したがって、各発光ダイオード１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃ、１４０ｄの指向角も、各
傾斜面Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄの傾斜角度に応じて傾いて、特定方向への指向角が大きくなるよう
になる。これにより、各傾斜面Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄの傾斜角度を調節することによって、複数
の発光ダイオード１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃ、１４０ｄを備える発光素子１００の指
向角を拡張させるか、又は特定方向に偏重させることができる。発光ダイオード１４０ａ
、１４０ｂ、１４０ｃ、１４０ｄは、通常、１１０゜～１３０゜の範囲の光指向角を有す
ることができる。
【００２０】
　また、放熱固着部１１５は、多面体構造物の形態に形成されて広い放熱領域を確保する
ことができるので、各発光ダイオード１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃ、１４０ｄから発生
した熱を効果的に放出させることができる。
【００２１】
　このような放熱固着部１１５の形状は、発光素子１００のサイズ、実装しようとする発
光ダイオードの個数などによって、多様な形態に変更可能である。
【００２２】
　図４～図７は、実施の形態にかかる発光素子の発光ダイオードの実装状態図であって、
多様な形態の放熱固着部１１５を示している。
【００２３】
　図４は、５個の発光ダイオード１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃ、１４０ｄ、１４０ｅが
固着される放熱固着部１１５の斜視図で、図５は、その断面図である。
【００２４】
　図４及び図５に示す放熱固着部１１５は、四角錐台の形状で構成されて、側面に４個の
傾斜面Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄを有して底面と平行する上面Ｅが形成される。これにより、４個の
傾斜面Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄにそれぞれ発光ダイオード１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃ、１４０
ｄを傾斜するように実装し、上面Ｅには、発光ダイオード１４０ｅを底面と平行に実装で
きる。
【００２５】
　このような構成によって、傾斜面Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄに実装された発光ダイオード１４０ａ
、１４０ｂ、１４０ｃ、１４０ｄにより発光素子の指向角は拡張されることができ、上面
Ｅに実装された発光ダイオード１４０ｅにより発光素子の正面の光度が向上することがで
きる。
【００２６】
　ここで、上面Ｅも、底面に対して傾斜するように形成できる。上面Ｅも傾斜するように
形成される場合、発光素子の指向角は、上面Ｅの傾斜方向によって特定方向に傾くことが
できる。
【００２７】
　放熱固着部１１５は、５個の実装面Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅを有する多面体構造物であって
、実装面Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅにより形成される内部空間が５個の発光ダイオード１４０ａ
、１４０ｂ、１４０ｃ、１４０ｄ、１４０ｅから発生される熱は放出できる放熱空間とし
て機能できる。これにより、複数の発光ダイオードを実装しながらも放熱効率が保障でき
る。
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【００２８】
　図６は、６個の発光ダイオード１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃ、１４０ｄ、１４０ｅ、
１４０ｆが固着される放熱固着部１１５を示したものである。
【００２９】
　図６に示す放熱固着部１１５は、五角錐台の形状で構成され、側面に５個の傾斜面Ａ、
Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅを有し、底面と平行する上面Ｆが形成される。これにより、５個の傾斜面
Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅにそれぞれ発光ダイオード１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃ、１４０ｄ
、１４０ｅを傾斜するように実装し、上面Ｆに発光ダイオード１４０ｆが底面と平行に実
装できる。
【００３０】
　このように、複数の発光ダイオード１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃ、１４０ｄ、１４０
ｅ、１４０ｆを一つの発光素子に集積することによって、発光素子の光効率を向上させる
ことができ、各発光ダイオード１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃ、１４０ｄ、１４０ｅ、１
４０ｆの実装面の傾斜角度を調節することによって、発光素子の指向角を調節することが
できる。
【００３１】
　図７は、４個の発光ダイオード１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃ、１４０ｄが固着される
放熱固着部１１５を示したものである。
【００３２】
　図７に示す放熱固着部１１５は、四角錐台の形状で構成されて、側面に４個の傾斜面Ａ
、Ｂ、Ｃ、Ｄを有して底面と平行する上面Ｅが形成される。ここで、４個の傾斜面Ａ、Ｂ
、Ｃ、Ｄには、発光ダイオード１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃ、１４０ｄをそれぞれ実装
し、上面Ｅは、何も実装しなくても良い。
【００３３】
　このような構成によって、傾斜面Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄに実装された発光ダイオード１４０ａ
、１４０ｂ、１４０ｃ、１４０ｄにより発光素子の指向角は拡張されることができ、上面
Ｅを介しては各発光ダイオード１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃ、１４０ｄから発生した熱
がさらに効果的に放出されうる。
【００３４】
　このように、放熱固着部１１５の実装面のうち、所定個数の実装面を発光ダイオードが
実装されない状態にする場合、放熱固着部１１５の放熱効率がさらに向上することができ
る。
【００３５】
　図８は、第２の実施の形態にかかる発光素子の断面図であって、レンズ部を有するリー
ドフレームパッケージ（Ｌｅａｄ　ｆａｒｍ　ｐａｃｋａｇｅ）タイプの発光素子に本実
施の形態を適用した場合を示したものである。第２の実施の形態を説明するにあたって、
第１の実施の形態と同じ構成については、既に説明した内容を参照して重複した説明は省
略することにする。
【００３６】
　第２の実施の形態にかかる発光素子１００は、キャビティ１１３の形成された本体１２
０と、本体１２０内に配置される第１電極１３０及び第２電極１３２と、キャビティ１１
３内に複数の発光ダイオード１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃ、１４０ｄの固着のための２
個以上の傾斜面を形成して、発光ダイオード１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃ、１４０ｄと
熱的に接続する放熱部材１１０を備え、発光ダイオード１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃ、
１４０ｄの固着された本体１２０の発光領域には、光を散乱させるか、又は集光できるレ
ンズ部１６０が形成されることができる。
【００３７】
　キャビティ１１３は、透光性封止材（図示せず）を利用して密封でき、封止材には、発
光ダイオード１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃ、１４０ｄから放出された光を所定色相を有
する光として放出させる蛍光物質が添加されうる。
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【００３８】
　レンズ部１６０は、発光ダイオード１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃ、１４０ｄ上に配置
されて、発光ダイオード１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃ、１４０ｄから放出された光の指
向角を変化させることができる。レンズ部１６０は、発光ダイオード１４０ａ、１４０ｂ
、１４０ｃ、１４０ｄと直接接触するか、又は発光ダイオード１４０ａ、１４０ｂ、１４
０ｃ、１４０ｄから離隔して配置されることができ、光を散乱又は集光させるための形状
を有する。例えば、レンズ部１６０は、上面が凸状の半球状に形成されるか、又は凸状の
上面に窪んだ陥没部を有する等、多様な形状に形成されることができる。また、発光ダイ
オード１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃ、１４０ｄが固着された傾斜方向及び傾斜角度によ
って、発光面に対応する領域のみ突出するか、又は陥没される非対称型半球状に形成する
ことも可能である。このようなレンズ部１６０は、シリコン又はエポキシのような光透過
性樹脂物質を含んで形成されることができ、少なくとも一部分に蛍光体を含むことも可能
である。
【００３９】
　固着部１１５に実装された発光ダイオード１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃ、１４０ｄか
ら出光した光は、レンズ部１６０により散乱又は集光されて発散されうる。
【００４０】
　図９は、第３の実施の形態にかかる発光素子の断面図で、図１０は、第４の実施の形態
にかかる発光素子の断面図であって、ウエハレベルパッケージ（Ｗａｆｅｒ　ｌｅｖｅｌ
　ｐａｃｋａｇｅ）タイプの発光素子に本実施の形態を適用した場合を示したものである
。図９及び図１０の発光素子については、図７に示す放熱固着部を適用して説明するよう
にする。
【００４１】
　図９に示すように、第３の実施の形態にかかる発光素子２００は、キャビティ２１３の
形成された本体２１０と、本体２１０の表面に形成された絶縁層２１２と、本体２１０上
に配置される第１電極２２０及び第２電極２２２と、絶縁層２１２の上面に少なくとも一
部領域に形成されて光を反射させる反射層２３０と、複数の発光ダイオード２４０の固着
のための傾斜面を提供する放熱固着部２１５とを備える。ここで、発光ダイオード２４０
の固着されたキャビティ２１３は、封止材（図示せず）を利用して密封できる。
【００４２】
　本体２１０の上部には、発光ダイオード２４０の固着されるキャビティ２１３が形成さ
れることができる。このような本体２１０は、シリコン（Ｓｉ）、アルミニウム（Ａｌ）
、アルミニウムナイトライド（ＡｌＮ）、アルミニウムオキサイド（ＡｌＯｘ）、ＰＳＧ
（ｐｈｏｔｏ　ｓｅｎｓｉｔｉｖｅ　ｇｌａｓｓ）、サファイア（Ａｌ２Ｏ３）、ベリリ
ウムオキサイド（ＢｅＯ）などの多様な材質から形成することができる。
【００４３】
　キャビティ２１３は、コップ形状、多角形、楕円形、円状などの窪んだ容器形状などに
形成されることができる。ここで、キャビティ２１３の周り面は、固着された複数の発光
ダイオード２４０の配光角度を考慮して、垂直な側面又は傾斜した側面から形成されるこ
とができる。キャビティ２１３は、本体２１０の材質によって多様な方法で形成可能であ
る。例えば、本体２１０がシリコン（Ｓｉ）材質から形成された場合、ウェットエッチン
グ（Ｗｅｔ　Ｅｔｃｈｉｎｇ）を実施してキャビティ２１３を形成することができる。
【００４４】
　絶縁層２１２は、本体２１０が第１、２電極２２０、２２２、反射層２３０又は外部電
源などと電気的に短絡されるのを防止する。このような絶縁層２１２は、シリコンオキサ
イド（Ｓｉ０２、ＳｉｘＯｙ）シリコンナイトライド（Ｓｉ３Ｎ４、ＳｉｘＮｙ）、シリ
コンオキシナイトライド（ＳｉＯｘＮｙ）アルミニウムオキサイド（Ａｌ２Ｏ３）などか
らなる群から少なくとも一つが選択されて形成されることができ、好ましくは、シリコン
オキサイド（ＳｉＯ２、ＳｉｘＯｙ）から形成されることができるが、これに限定されな
い。また、本体２１０自体がＡｌＮ、ＡｌＯｘなどの絶縁体から形成される場合、絶縁層
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２１２は形成されなくても良い。
【００４５】
　第１電極２２０及び第２電極２２２は、絶縁層２１２上に形成されて発光ダイオード２
４０に電源を供給することができる。第１電極２２０及び第２電極２２２は、陽極と陰極
とに電気的に分離されて形成されることができ、複数の電極を形成することも可能である
。
【００４６】
　反射層２３０は、発光ダイオード２４０の放出光を効率的に反射させることができる位
置、例えば、本体２１０のキャビティ２１３の内部に形成されることができるが、これに
限定されない。このような反射層２３０は、多層構造を有することができ、例えば、チタ
ニウム（Ｔｉ）及び銀（Ａｇ）が順次積層されたＴｉ／Ａｇ層でありうる。
【００４７】
　発光ダイオード２４０は、赤色、緑色又は青色の光を放出する赤色、緑色又は青色発光
ダイオードのうち、少なくとも何れか一つでありうるが、これに限定されない。本実施の
形態において発光ダイオード２４０は、複数備えられるため、それぞれ異なる色相の光を
発散する発光ダイオード２４０を適用することも可能である。
【００４８】
　絶縁層２１２上には、複数の発光ダイオード２４０が実装される複数の実装面を提供す
る多面体構造物形態の放熱固着部２１５が形成される。
【００４９】
　図９及び図１０に示す放熱固着部２１５は、図７に示した四角錐台の形状が適用された
ものである。すなわち、４個の発光ダイオード２４０を実装するために、４個の傾斜面が
形成され、底面と平行した上面には、発光ダイオードを実装しない。
【００５０】
　四角錐台の形状の放熱固着部２１５の各傾斜面には、複数の発光ダイオード２４０が発
光素子２００の実装面に対して傾斜するように固定される。したがって、各発光ダイオー
ド２４０の指向角も各傾斜面の傾斜角度に応じて傾いて特定方向への指向角が大きくなる
ようになる。これにより、各傾斜面の傾斜角度を調節することによって、複数の発光ダイ
オード２４０を含む発光素子２００の指向角を拡張させるか、又は特定方向に偏重させる
ことが可能である。
【００５１】
　図１０は、第４の実施の形態にかかる発光素子の断面図であって、レンズ部を有するウ
エハレベルパッケージ（Ｗａｆｅｒ　ｌｅｖｅｌ　ｐａｃｋａｇｅ）タイプの発光素子に
本実施の形態を適用した場合を示したものである。第４の実施の形態を説明するにあたっ
て、第３の実施の形態と同じ構成については、既説明した内容を参照して重複した説明は
省略するようにする。
【００５２】
　第４の実施の形態にかかる発光素子２００は、本体２１０のキャビティ２１３内に複数
の発光ダイオード２４０の実装される複数の実装面を提供する多面体構造物形態の放熱固
着部２１５が形成される。
【００５３】
　発光ダイオード２４０の固着されたキャビティ２１３の発光領域には、光を散乱又は集
光できるレンズ部２６０が形成されることができる。
【００５４】
　キャビティ２１３は、透光性封止材（図示せず）を利用して密封でき、封止材には、発
光ダイオード２４０から放出された光を所定色相を有する光として放出させる蛍光物質が
添加されうる。
【００５５】
　レンズ部２６０は、発光ダイオード２４０上に配置されて発光ダイオード２４０から放
出された光の指向角を変化させることができる。レンズ部２６０は、発光ダイオード２４
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０と直接接触するか、又は発光ダイオード２４０から離隔して配置されることができ、光
を散乱又は集光させるための形状を有する。例えば、レンズ部２６０は、上面が凸状の半
球状に形成されるか、又は凸状の上面に窪んだ陥没部を有する等多様な形状に形成される
ことができる。また、発光ダイオード２４０が固着された傾斜方向及び傾斜角度によって
、発光面に対応する領域のみ突出するか、又は陥没している非対称型半球状に形成するこ
とも可能である。このようなレンズ部２６０は、シリコン又はエポキシのような光透過性
樹脂物質を含んで形成されることができ、少なくとも一部分に蛍光体を含むことも可能で
ある。
【００５６】
　放熱固着部２１５に発光ダイオード２４０を固着させると、各々の発光ダイオード２４
０の光照射方向が傾斜面によって傾くようになって、発光素子２００の指向角が調整され
うる。
【００５７】
　各放熱固着部２１５に実装された発光ダイオード２４０から出光された光は、レンズ部
２６０により散乱又は集光されて発散されうる。これにより、レンズ部２６０の形状を変
形させることによって、発光ダイオード２００の指向角及び発光特性を向上させることが
できる。
【００５８】
　図１１は、第５の実施の形態にかかる発光素子の断面図で、図１２は、第６の実施の形
態にかかる発光素子３００の断面図であって、基板３１０上に発光ダイオード３４０をチ
ップ状に搭載するＣＯＢ（Ｃｈｉｐ　ｏｎ　ｂｏａｒｄ）タイプの発光素子に本実施の形
態を適用した場合を示したものである。
【００５９】
　図１１に示すように、発光素子３００は、基板３１０と、基板３１０上に複数の発光ダ
イオード３４０ａ、３４０ｂの固着のための傾斜面を提供する放熱固着部３１５と、発光
ダイオード３４０を密封する樹脂物３６０とを備え、発光ダイオード３４０ａ、３４０ｂ
は、ワイヤー（図示せず）を介して基板３１０上に電気的に接続されうる。
【００６０】
　基板３１０は、単層ＰＣＢ、多層ＰＣＢ、ＦＰＣＢ、セラミック基板、金属基板などの
多様な基板を適用することができる。基板３１０には、電源供給のためのリードフレーム
又は電極層がパターニングされることができ、反射層を形成することも可能である。また
、基板３１０に発光ダイオード３４０の固着のためのキャビティを形成することも可能で
ある。
【００６１】
　放熱固着部３１５は、複数の発光ダイオード３４０ａ、３４０ｂが実装される複数の実
装面を提供する多面体構造物形態に形成されることができる。図１１の第５の実施の形態
にかかる発光素子３００は、放熱固着部３１５が四角錘形態（図３参照）に形成された場
合を示したものである。したがって、放熱固着部３１５の傾斜領域には、各々４個の発光
ダイオードが実装されうる。このような放熱固着部３１５は、基板３１０自体を加工して
実装領域が傾斜面を有するように突出させるか、又は発光ダイオード３４０ａ、３４０ｂ
の接続が可能な所定構造物を付着して形成することが可能である。また、基板３１０上に
複数の放熱固着部３１５を形成して横方向又は／及び縦方向に配列できる。
【００６２】
　発光ダイオード３４０ａ、３４０ｂは、放熱固着部３１５に実装されて基板３１０と電
気的に接続される。発光ダイオード３４０ａ、３４０ｂは、放熱固着部３１５が提供する
傾斜面の傾斜角度に応じて傾斜するように固定される。これにより、各発光ダイオード３
４０ａ、３４０ｂの実装角度に応じて発光素子３００の指向角が変化するようになる。こ
のような発光ダイオード３４０ａ、３４０ｂは、ワイヤー、フリップ方式又はダイボンデ
ィング方式などを利用して基板３１０と接続されることができる。発光ダイオード３４０
ａ、３４０ｂは、赤色、緑色又は青色の光を放出する赤色、緑色又は青色発光ダイオード
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のうち、少なくとも何れか一つであるか、又はそれぞれ異なる色相の光を発散する発光ダ
イオード３４０ａ、３４０ｂを適用することもできる。
【００６３】
　樹脂物３６０は、放熱固着部３１５に固着された発光ダイオード３４０、３５０を密封
することができる。樹脂物３６０は、シリコン又はエポキシのような透明な樹脂を利用し
て、半球形状又は凸レンズ形状などに形成されることができ、このような材質及び形状は
、発光素子３００の設計方式によって変更されうる。また、樹脂物３６０の少なくとも一
領域には、発光素子３００の発光特性を変化させる蛍光体が混合されうる。
【００６４】
　図１２に示す第６の実施の形態にかかる発光素子は、第４の実施の形態の発光素子と放
熱固着部の形状が異なるように設計されたものであって、第４の実施の形態の発光素子と
同じ構成については、重複した説明は省略する。
【００６５】
　図１２の第６の実施の形態にかかる発光素子３００の放熱固着部３１５は、四角錐台形
態（図４参照）で形成されることができる。したがって、放熱固着部３１５は、側面に４
個の傾斜面を有して底面と平行する上面が形成される。すなわち、総５個の実装面が形成
されて、各傾斜面に５個の発光ダイオードを実装することができる。
【００６６】
　このような構成によって、傾斜面には、４個の発光ダイオード１４０ａ、１４０ｃを実
装することができ、上面にも発光ダイオード１４０ｂを実装することができる。このよう
に、放熱固着部３１５に発光ダイオード１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃを実装する場合、
傾斜面に実装された発光ダイオード１４０ａ、１４０ｃにより発光素子の指向角は拡張さ
れることができ、上面に実装された発光ダイオード１４０ｅにより発光素子の正面の光度
が向上することができる。
【００６７】
　以上、第５の実施の形態及び第６の実施の形態に示したように、本実施の形態にかかる
ＣＯＢタイプの発光素子３００は、複数の実装面を提供する多面体構造物形態の放熱固着
部３１５を形成して、複数の発光ダイオードが固着されるようにしている。これにより、
発光素子３００の構造に大きな変化を与えなくても発光素子自体的に光指向角を調節する
ことができ、光効率を向上させることができ、放熱効率を保障することができる。
【００６８】
　図１３は、第１の実施の形態にかかるライトユニット５００の構成図であって、エッジ
タイプのバックライトユニットを示したものである。
【００６９】
　図１３に示すように、実施の形態にかかるライトユニット５００は、光をガイドする光
ガイドパネル５１０と、光ガイドパネル５１０に光を供給し少なくとも一つ以上の指向角
が異なる発光素子を含む光源５２０とを備える。
【００７０】
　光ガイドパネル５１０は、一側面に配列された発光素子が提供する光を提供されて、反
射、屈折及び散乱させて平面光に変化させる。光ガイドパネル５１０は、側面に入射され
た光を前面を介して平面光で提供できる。このような光ガイドパネル５１０は、ポリカー
ボネート－系レジン（ｐｏｌｙｃａｒｂｏｎａｔｅ－ｓｅｒｉｓｅｓ　ｒｅｓｉｎ、ＰＣ
）、ポリメチルメタクリルレート－系レジン（ｐｏｌｙｍｅｔｈｙｌｍｅｔｈａｃｒｙｌ
ａｔｅ－ｓｅｒｉｓｅｓ　ｒｅｓｉｎ、ＰＭＭＡ）、メタクリルレート－スチレンコポリ
マー（ｍｅｔｈａｃｒｙｌａｔｅ－ｓｔｙｒｅｎｅ　ｃｏｐｏｌｙｍｅｒ、ＭＳ）などの
物質から形成されることができる。
【００７１】
　光源５２０は、複数の発光素子Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄを含み、光ガイドパネル５１０の側面に
配列されて、光ガイドパネル５１０に光を提供する。各発光素子Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄは、配列
位置に応じてそれぞれ異なる指向角を有する。発光素子Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄは、２つ以上の複
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数の発光ダイオードを実装面に対して傾斜を有するように実装することによって、各発光
素子Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄがそれぞれ異なる指向角を有するようにすることができる。
【００７２】
　発光素子Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄのうち、光ガイドパネル５１０の中央領域に配列された発光素
子Ｂ及び発光素子Ｃは、指向角を調節しなくても、光ガイドパネル５１０Ｃ側に光が伝達
される。
【００７３】
　これに対し、光ガイドパネル５１０の両端に配列された発光素子Ａ及び発光素子Ｄは、
光ガイドパネル５１０の外郭に光が漏れるのを防止するために、指向角が光ガイドパネル
５１０の中心方向に設定される。
【００７４】
　ここで、各発光素子Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄのパッケージは、同じ平面上に実装されるが、素子
内の発光ダイオードは、水平面に応じてそれぞれ異なる指向角の光を発散する。したがっ
て、発光素子Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄの設計ファクターは変更しない状態で、各発光素子Ａ、Ｂ、
Ｃ、Ｄの指向角を調節することができる。
【００７５】
　また、発光素子Ａ及びＤにより、光ガイドパネル５１０の中心側にさらに多くの光が供
給されることによって、発光素子Ａと隣接した発光素子Ｂは、相対的に広い離隔間隔を有
して配列できる。発光素子Ｄと隣接した発光素子Ｃも、相対的に広い離隔間隔を有して配
列されうる。これにより、ライトユニット５００に配列される発光素子の個数を減らすこ
とができる。
【００７６】
　図１４は、第２の実施の形態にかかるライトユニット５５０の構成図であって、直下型
バックライトユニットの断面を示したものである。
【００７７】
　図１４に示すように、実施の形態にかかるライトユニット５５０は、光を拡散させる拡
散板５１５と、拡散板５１５に光を供給し、少なくとも一つ以上の指向角が異なる発光素
子を含む光源５２５とを備える。
【００７８】
　拡散板５１５は、光源５２５から発生した光を拡散板５１５上に位置した表示パネル（
図示せず）に供給できる。拡散板５１５は、均一な輝度及び色度を保障するために適用さ
れることができる。このような拡散板５１５は、光源５２５と所定間隔をおいて配置され
、拡散シート、プリズムシート、照度強化フィルム、保護シートなどの光学シートを選択
的に含むことができる。
【００７９】
　光源５２５は、複数の発光素子Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄを含んで拡散板５１５の一面に配列され
て拡散板５１５に光を提供する。各発光素子Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄは、配列位置に応じてそれぞ
れ異なる指向角を有する。
【００８０】
　発光素子Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄのうち、拡散板５１５の中央領域に配列された発光素子Ｂ及び
発光素子Ｃは、指向角を広く調節することによって、ライトユニット５５０の光効率を向
上させることができる。
【００８１】
　拡散板５１５の外郭領域に配列された発光素子Ａ及び発光素子Ｄは、拡散板５１５の外
郭に光が漏れるのを防止するために、指向角が拡散板５１５の中心方向に設定される。
【００８２】
　ここで、各発光素子Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄのパッケージは、同じ平面上に実装されるが、素子
内の発光ダイオードは、実装面に応じてそれぞれ異なる指向角の光を発散する。したがっ
て、発光素子Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄの設計ファクターは変更しない状態で、各発光素子Ａ、Ｂ、
Ｃ、Ｄの指向角を調節することができる。
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【００８３】
　また、発光素子Ａ及びＤの指向角が広く設定された場合、発光素子Ａと隣接した発光素
子Ｂは、相対的に広い離隔間隔を有して配列されえ、発光素子Ｄと隣接した発光素子Ｃも
、相対的に広い離隔間隔を有して配列されうる。これにより、ライトユニット５５０に配
列される発光素子の個数を減らすことができる。
【００８４】
　以上説明したように、本実施の形態にかかるライトユニット５００、５５０は、配列位
置に応じてそれぞれ異なる指向角を有する発光素子を配列する。これにより、光ガイドパ
ネル５１０、又は拡散板５１５の外部に光が漏れるのを防止して光効率を向上させること
ができ、相対的に少ない個数の発光素子を利用してライトユニット５００、５５０を構成
することができる。
【００８５】
　図１５は、実施の形態にかかる発光素子パッケージを用いたバックライトユニットを示
す図である。ただし、図１５のバックライトユニット１１００は、照明システムの一例で
あり、これに限定されない。
【００８６】
　図１５に示すように、前記バックライトユニット１１００は、ボトムフレーム１１４０
と、前記ボトムフレーム１１４０内に配置された光ガイド部材１１２０と、前記光ガイド
部材１１２０の少なくとも一側面又は下面に配置された発光モジュール１１１０とを備え
ることができる。また、前記光ガイド部材１１２０の下には、反射シート１１３０が配置
されることができる。
【００８７】
　前記ボトムフレーム１１４０は、前記光ガイド部材１１２０、前記発光モジュール１１
１０及び前記反射シート１１３０が収納されうるように、上面が開口したボックス（ｂｏ
ｘ）状に形成されることができ、金属材質又は樹脂材質から形成されることができるが、
これに限定されない。
【００８８】
　前記発光モジュール１１１０は、基板と、前記基板に搭載された複数の実施の形態にか
かる発光素子パッケージを含むことができる。前記複数の発光素子パッケージは、前記光
ガイド部材１１２０に光を提供することができる。
【００８９】
　図１５に示すように、前記発光モジュール１１１０は、前記ボトムフレーム１１４０の
内側面のうち、少なくとも何れか一つに配置されることができ、これにより、前記光ガイ
ド部材１１２０の少なくとも一つの側面に向けて光を提供することができる。
【００９０】
　ただし、前記発光モジュール１１１０は、前記ボトムフレーム１１４０の下に配置され
て、前記光ガイド部材１１２０の下面に向けて光を提供することもでき、これは、前記バ
ックライトユニット１１００の設計によって多様に変形可能なので、これに限定されない
。
【００９１】
　前記光ガイド部材１１２０は、前記ボトムフレーム１１４０内に配置されることができ
る。前記光ガイド部材１１２０は、前記発光モジュール１１１０から提供された光を面光
源化して、表示パネル（図示せず）にガイドできる。
【００９２】
　前記光ガイド部材１１２０は、例えば、光ガイドパネル（ＬＧＰ、Ｌｉｇｈｔ　Ｇｕｉ
ｄｅ　Ｐａｎｅｌ）でありうる。前記光ガイドパネルは、例えば、ＰＭＭＡ（ｐｏｌｙｍ
ｅｔｈｙｌ　ｍｅｔａａｃｒｙｌａｔｅ）のようなアクリル樹脂系、ＰＥＴ（ｐｏｌｙｅ
ｔｈｙｌｅｎｅ　ｔｅｒｅｐｈｔｈｌａｔｅ）、ＰＣ（ｐｏｌｙｃａｒｂｏｎａｔｅ）、
ＣＯＣ及びＰＥＮ（ｐｏｌｙｅｔｈｙｌｅｎｅ　ｎａｐｈｔｈａｌａｔｅ）樹脂のうち、
何れか一つから形成されることができる。
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【００９３】
　前記光ガイド部材１１２０の上側には、光学シート１１５０が配置されることもできる
。
【００９４】
　前記光学シート１１５０は、例えば拡散シート、集光シート、輝度上昇シート、及び蛍
光シートのうち、少なくとも一つを含むことができる。例えば、前記光学シート１１５０
は、前記拡散シート、集光シート、輝度上昇シート及び蛍光シートが積層されて形成され
ることができる。この場合、前記拡散シート１１５０は、前記発光モジュール１１１０か
ら出射される光を均一に拡散させ、前記拡散された光は、前記集光シートにより表示パネ
ル（図示せず）に集光されうる。このとき、前記集光シートから出射される光は、ランダ
ムに偏光される光であるが、前記輝度上昇シートは、前記集光シートから出射される光の
偏光度を増加させることができる。前記集光シートは、例えば、水平又は／及び垂直プリ
ズムシートでありうる。また、前記輝度上昇シートは、例えば、照度強化フィルム（Ｄｕ
ａｌ　Ｂｒｉｇｈｔｎｅｓｓ　Ｅｎｈａｎｃｅｍｅｎｔ　ｆｉｌｍ）でありうる。また、
前記蛍光シートは、蛍光体が含まれた透光性プレート又はフィルムになりうる。
【００９５】
　前記光ガイド部材１１２０の下には、前記反射シート１１３０が配置されることができ
る。前記反射シート１１３０は、前記光ガイド部材１１２０の下面を介して放出される光
を前記光ガイド部材１１２０の出射面に向けて反射できる。
【００９６】
　前記反射シート１１３０は、反射率の良い樹脂材質、例えば、ＰＥＴ、ＰＣ、ＰＶＣレ
ジンなどから形成されることができるが、これに限定されない。
【００９７】
　図１６は、実施の形態にかかる発光素子パッケージを使用した照明ユニットの斜視図で
ある。ただし、図１６の照明ユニット１２００は、照明システムの一例であり、これに限
定されない。
【００９８】
　図１６に示すように、前記照明ユニット１２００は、ケース本体１２１０と、前記ケー
ス本体１２１０に設置された発光モジュール１２３０と、前記ケース本体１２１０に設置
され、外部電源から電源を提供される接続端子１２２０とを備えることができる。
【００９９】
　前記ケース本体１２１０は、放熱特性が良好な材質から形成されることが好ましく、例
えば金属材質又は樹脂材質から形成されることができる。
【０１００】
　前記発光モジュール１２３０は、基板３００と、前記基板３００に搭載される少なくと
も一つの実施の形態にかかる発光素子パッケージ２００とを備えることができる。
【０１０１】
　前記基板３００は、絶縁体に回路パターンが印刷されたものでありえ、例えば、一般プ
リント回路基板（ＰＣＢ：Ｐｒｉｎｔｅｄ　Ｃｉｒｃｕｉｔ　Ｂｏａｒｄ、メタルコア（
Ｍｅｔａｌ　Ｃｏｒｅ）ＰＣＢ、フレキシブル（Ｆｌｅｘｉｂｌｅ）ＰＣＢ、セラミック
ＰＣＢなどを備えることができる。
【０１０２】
　また、前記基板３００は、光を効率的に反射する材質から形成されるか、又は表面が光
が効率的に反射されるカラー、例えば白色、銀色などから形成されることができる。
【０１０３】
　前記基板３００上には、前記少なくとも一つの実施の形態にかかる発光素子パッケージ
２００が搭載されることができる。前記発光素子パッケージ２００は、各々少なくとも一
つの発光ダイオード（ＬＥＤ：Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ）を備えるこ
とができる。前記発光ダイオードは、赤色、緑色、青色又は白色の有色光を各々発光する
有色発光ダイオード及び紫外線（ＵＶ、Ｕｌｔｒａ　Ｖｉｏｌｅｔ）を発光するＵＶ発光
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【０１０４】
　前記発光モジュール１２３０は、色感及び輝度を得るために、多様な発光ダイオードの
組合わせを有するように配置されることができる。例えば、高演色性（ＣＲＩ）を確保す
るために、白色発光ダイオード、赤色発光ダイオード及び緑色発光ダイオードを組み合わ
せて配置できる。また、前記発光モジュール１２３０から放出される光の進行経路上には
、蛍光シートがさらに配置されることができ、前記蛍光シートは、前記発光モジュール１
２３０から放出される光の波長を変化させる。例えば、前記発光モジュール１２３０から
放出される光が青色波長帯を有する場合、前記蛍光シートには、黄色蛍光体が含まれるこ
とができ、前記発光モジュール１２３０から放出された光は、前記蛍光シートを経て最終
的に白色光に見えるようになる。
【０１０５】
　前記接続端子１２２０は、前記発光モジュール１２３０と電気的に接続されて電源を供
給することができる。図１６によれば、前記接続端子１２２０は、ソケット方式で外部電
源にまわし挟まれて結合されるが、これに限定されない。例えば、前記接続端子１２２０
は、ピン（ｐｉｎ）形態に形成されて外部電源に挿入されるか、又は配線により外部電源
に接続されることもできる。
【０１０６】
　上述のような照明システムは、前記発光モジュールから放出される光の進行経路上に光
ガイド部材、拡散シート、集光シート、輝度上昇シート及び蛍光シートのうち、少なくと
も何れか一つが配置されて、所望の光学的効果を得ることができる。
【０１０７】
　一方、本発明の詳細な説明では具体的な実施の形態について説明したが、本発明の範囲
から逸脱しない範囲内で多様な変形が可能であることは勿論である。したがって、本発明
の範囲は、上述の実施の形態に限って決まらず、特許請求の範囲だけでなく、特許請求の
範囲とその均等物によって決定されなければならない。
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